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第 2 章は所謂 3 乗非線型操縦応答モデ、ルを連続記録された舵角と応答運動にあてはめ，最小自乗
iteration 解析(最適化手法)によって応答モデルの特性常数を決定する万法の定式化を述べている。
第 3 章においては Z操船試験にこの手法を適用する二，三の異なる手I1闘を比較し，結論として操縦応答
のゲイン常数 Kと主要時定数T 1 の両者を一連の Z 試験だけから求める乙とは原理的な難点をもっ乙と
を明らかにしている。そして解決策としては別に静的旋回試験又は逆スパイラノレ試験を行ってゲイン常

















で一連の過渡応答運動に最小自乗法 iteration 解析を行って主要時定数 T 1 をはじめ他の特性パラメタ
ーを求める万法を提案している。これは物理的に相互依存の強い構成をもっゲインと時定数の両者を入
出力関係から決定するには，十分に幅の広い周波数範囲にまたがる入出力関係を使わねばならない，と
言う乙との一例と思われるが，船の操縦応答の決定に関しては本論文の提案は十分に実用性があり合理
的である。
本論文は多くの試行錯誤の結果到達したとの考え万に基づき，数多くの模型船と実船の操縦応答決定
とその確認を試み，満足すべき結果を得ている。この万法はまた，二，三回の簡単な操船実験から各種
多様な操船運動を精度良く推定できる点で実用的にも大いに有用である。
以上の様lと本論文は船体運動力学上，また船舶操縦性能に関する実用面においても寄与する所が大き
い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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